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愛知・名古屋地域知的クラスター創成事業 

「環境にやさしいナノテクものづくり」拠点形成 

第７回 産学官連携功労者表彰 

科学技術政策担当大臣賞を受賞しました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

記 

１．表彰名 

  第７回産学官連携功労者表彰 科学技術政策担当大臣賞  

２．受賞事例 

「環境にやさしいナノテクものづくり」拠点形成の推進 

３．受賞功労者 

  石丸 典生 愛知・名古屋地域知的クラスター創成事業 本部長（（社）発明協会 愛知県支部長） 

  丸勢   進 愛知・名古屋地域知的クラスター創成事業 研究統括（名古屋大学名誉教授） 

  財団法人科学技術交流財団 

４．受賞理由 

愛知県を中心とする東海地域は、自動車、工作機械等を核として、世界有数のものづくり拠点を形成

している。そうした地域の強みであるものづくりの「高付加価値化」と省エネルギー・省資源化による「環

境負荷の低減」を同時に達成できる「自律型ナノ製造装置」等の開発を目指し、「名古屋ナノテクものづく

りクラスター」構想が推進された。 

その成果として、フォトクリエイター、ラジカルモニター等の開発に成功し、これまでにベンチャー企業

が４社創出されるとともに、３２件の商品化・事業化等が実現されるなど、地域クラスターの形成に向け

た取組が着実に進んでいる。また、研究会等を通して、地域の中堅・中小企業への成果の普及が積極

的に図られており、本取組の地域社会への貢献が高く評価されたため。 

５．表彰式 

   日時：平成２１年６月２０日（土）１５：３０～１６：３０（第８回産学官連携推進会議の中で開催） 

   場所：国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池） 

 

愛知・名古屋地域では、文部科学省の知的クラスター創成事業（第Ⅰ期）を活用して、地域の産学官が一

体となって、「環境にやさしいナノテクものづくり」拠点の形成を進めてきました。 

このたび、産学官連携活動において大きな成果を収め、また先導的な取組を行う等産学官連携の推進に

多大な貢献をした事例に対し贈呈される、内閣府等による産学官連携功労者表彰のうち、科学技術政策担当

大臣賞を、石丸典生本部長をはじめ関係者が受賞することとなりました。 

 表彰式は、６月２０日に開催される第８回産学官連携推進会議（国立京都国際会館）において行われます。 

なお、現在、愛知県、名古屋市、岐阜県では、知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）を推進しております。 

本件は文部科学クラブ、科学記者会、愛知県政記

者クラブにおいても同時に記者発表します。 

平成21年6月5日（金） 
（財）科学技術交流財団 
  知的クラスター創成事業本部 
担当 福田、野村 
電話(052)231-1656 



 

第７回産学官連携功労者表彰について 

平成 21年 6月 5 日 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当） 

 

１．目的 

大学、公的研究機関、企業等における産学官連携活動において大きな成果を収め、また、先

導的な取組を行う等、産学官連携の推進に多大な貢献をした優れた成功事例に関し、その功績

を称えることにより、我が国の産学官連携の更なる進展に寄与することを目的とする。 

 

２．選考方法 

（１）選考経過 

関係省等（総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環

境省等）から推薦のあった事例について、①技術への貢献、②市場への貢献、③社会への貢

献、④連携体制の特長・波及効果の観点を踏まえ、（２）の選考委員会におけるヒアリングを含

む厳正な選考審査の結果、３．の各賞を決定した。 

（２）第７回産学官連携功労者選考委員会 

主査：相澤益男（総合科学技術会議有識者議員） 

委員：18 名（総合科学技術会議有識者議員 8 名（主査含む）、外部有識者 10名） 

 

３．受賞対象・受賞者 

内閣総理大臣賞、科学技術政策担当大臣賞、総務大臣賞、文部科学大臣賞、厚生労働大臣

賞、農林水産大臣賞、経済産業大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、日本経済団体連合会

会長賞、日本学術会議会長賞 

 

４．表彰式 

日時：平成 21 年 6 月 20日（土）15:30～16:30（第 8回産学官連携推進会議の中で開催） 

場所：国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池） 

 

５．問い合わせ先 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付調査・分析担当 

参考資料 
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